
登別地区

直轄特定漁港漁場整備事業 事前評価

1

資料４－２



• 北海道胆振地方の中部、登別市及び白老町に位置する第３種漁港
• 胆振周辺海域で操業するスケトウダラ刺網やサケ定置網などの沿岸漁業及
び道内外からの外来船利用の流通拠点であり、全国への水産物供給基地

登別漁港の概要 2

昭和26年
第2種漁港指定 サケの陸揚状況

平成14年
第3種漁港に指定変更

登別漁港全景

登別漁港
(登別市・白老町)
登別漁港
(登別市・白老町)

第1港区第1港区

第2港区第2港区
第3港区第3港区

JR登別駅JR登別駅

道道701号道道701号

スケトウダラの陸揚状況



登別漁港の港勢

【令和元年港勢】
利用漁船隻数 ・・・・・・・・ 115隻
漁獲量 ・・・・・・・・ 6,721トン
漁獲高 ・・・・・・・・ 13億円
主な魚種 ・・・・・・・・ スケトウダラ、サケ類、ツブ、カレイ類、タコ類

（資料：令和元年港勢調査）
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主な漁業種
スケトウダラ刺網、

サケ定置網、ツブ篭等

令和元年 漁獲量の魚種別内訳 令和元年 漁獲高の魚種別内訳

資料：令和元年港勢調査※スケトウダラ、サケ類の２種で漁獲量全体の８割以上を占める

6,721トン 1,302百万円



登別漁港の役割

〇道内外の陸揚げ・流通拠点

 登別漁港は周辺海域で操業するスケトウダラ刺網、サケ定置網等の沿岸漁業及び道内外か

らの外来船の流通拠点であり、我が国の水産業を支える重要な役割を担っている。

 本漁港は高度衛生管理型の漁港として、早くから屋根付き岸壁等が整備され、いぶり中央漁

協が主体となって衛生管理に取り組んでいる。

 また、漁業者と加工業者が一体となって水産物のブランド化を推進し、特に、登別沖で漁獲さ

れるスケトウダラの「虎杖浜タラコ」は道内外に出荷され、消費地から高い評価を受けている。

 本漁港は地場水産品の直売や試食会の開催などの取組の場としても利用されており、水産業

を活用した地域活性化を支える重要な役割も担っている。
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ブランド「虎杖浜タラコ」 「船上活〆トキシラズ」 「産地直売：漁協前朝市」屋根付き岸壁・清浄海水導入施設

清浄海水導入施設

屋根付き岸壁



登別漁港の現状と課題① 5

 岸壁の一部においては、屋根なし岸壁（野天）での陸揚げ・荷さばきを強いられている状況にあり、屋
根付き岸壁に比べ漁獲物の鮮度・品質の低下が発生し、高級向け(豊洲等)出荷が低迷、単価の安
い道内加工向け等の扱いになってしまっている。

 スケトウダラの高付加価値出荷を実現するに当たっては、全ての陸揚げ岸壁で衛生的な環境（屋根
付き岸壁、背後道路・駐車場用地の適正化）を確保することが必要不可欠となっている。

〇拠点漁港における流通機能の強化（衛生管理対策）

野天でのスケトウダラ陸揚げ・選別作業、通勤車両駐車状況

屋根付き岸壁の不足から
野天での網外し

駐車場の不足から
エプロン上に駐車

漁獲物仮置時に鳥類が
蝟集し、漁獲物を損傷

身がえぐられたサケ

衛生的な環境が低下



登別漁港の現状と課題② 6

 東日本大震災(Ｈ23)では、約２mの津波が来襲し、港内浸水等の大きな被害が生じた。

 北海道が令和３年７月に公表した太平洋沿岸一帯に対する新たな想定津波浸水深は、登別漁港周辺
で最大津波高9.1ｍ（前回想定より1.4ｍ高い）とされている。

 道内外の漁船が陸揚げし、全国に水産物を共有する流通拠点であることから地震・津波に対する施設
機能を強化し、災害時においても陸揚げ機能等の確保が求められている。

〇災害リスクへの対応力強化 （津波対策、耐震強化）

漁港内が浸水

漁船が転覆・沈没

東日本大震災時の被害状況

最大クラス津波(L2)による浸水深想定図



漁業活動の効率化及び環境改善に向けた課題状況図

登別漁港の現状と課題③ 7

 近年、港口側から東防波堤に沿って波が収れんし、静穏度悪化により第２港区内の一部で陸揚げや避
難漁船の受入が困難な状況である。

 また、準備・休けい岸壁が不足し、第１港区の航路護岸へ係留しているが、岸壁として必要な形状・構
造（勾配や高さ）でなく、準備作業等における利便性の低下を招いている。

 第３港区の西護岸背後岸壁では、西側からの強風によって、特に、スケトウダラ刺網漁の盛漁期となる
冬期間においては、凍傷・低体温症などの傷病発生の危険性があるほか、漁獲物の凍れ（凍結）等が
発生しており、作業の安全性や漁獲物の品質低下を招いている。このため、第３港区における防風対
策が課題となっている。

〇漁港利用の効率化及び環境改善 （静穏度対策、岸壁改良、防風対策）

第２港区静穏度悪化のイメージ

第３港区冬期の陸揚げ状況

航路護岸への係留状況

第２港区の静穏度悪化、航路護岸への係留状況、第３港区の陸揚げ状況

第２港区
第２港区での多そう係留準備岸壁の不足

に伴う航路護岸

(東側)への係船

第３港区
休けい

準
備

陸上蓄養施設の第

3港区への移設に

より前面岸壁での

陸揚げ利用機会が

減少予定

第１港区

準
備

荷さばき所

白老町 対岸の岸壁化に伴い、前面航路・泊地利用

における静穏性を向上させる対応が必要

登別市

陸上蓄養施設

航
路
護
岸

(西
側

)



第２港区第２港区

第３港区第３港区

第１港区第１港区

登別漁港
(登別市・白老町)
登別漁港
(登別市・白老町)

【登別地区】

既設屋根付き岸壁

荷さばき所

道道701号

既設屋根付き岸壁

新規計画の内容（拠点漁港における流通機能の強化） 8

用地（改良）

道路（改良）

駐車場
- 2.5m物揚場（改良）

-3.0m岸壁（改良）

拠点漁港における流通機能の強化

①-3.0m岸壁（改良） 屋根付き岸壁改良

②-2.5m物揚場（改良） 屋根付き岸壁改良

③道路（改良） 道路法線の変更

④駐車場 荷さばき作業時の利用効率化

⑤用地(改良) 防塵対策



既設屋根付き岸壁

第２港区第２港区

第３港区第３港区

第１港区第１港区

登別漁港
(登別市・白老町)
登別漁港
(登別市・白老町)

【登別地区】

既設屋根付き岸壁

荷さばき所

道道701号

新規計画の内容（災害リスクへの対応力強化） 9

①東防波堤（改良） 粘り強い化

②-3.5m岸壁（改良） 耐震・耐津波性能強化

③道路（改良） 液状化対策

④用地(改良） 液状化対策

災害リスクへの対応力強化
東防波堤（改良）

-3.5m岸壁（改良）

用地（改良）

道路（改良）



既設屋根付き岸壁

第２港区第２港区

第３港区第３港区

第１港区第１港区

登別漁港
(登別市・白老町)
登別漁港
(登別市・白老町)

【登別地区】

既設屋根付き岸壁

荷さばき所

道道701号

新規計画の内容（漁港利用の効率化及び環境改善） 10

①突堤 港内の静穏度向上

②-3.5m航路 港内の静穏度向上

③-3.5m航路（岸壁撤去） 港内の静穏度向上

④-3.0m泊地 岸壁利用の最適化

⑤航路護岸（改良） 岸壁利用の最適化

⑥-3.0m岸壁 岸壁利用の最適化

⑦-3.0m岸壁（改良） 岸壁利用の最適化

⑧道路（改良） 利用動線の効率化

⑨-3.0m岸壁（改良） 防風対策

漁港利用の効率化及び環境改善
-3.0m岸壁

突堤

-3.5m航路（岸壁撤去）

道路（改良）

-3.0m岸壁（改良）

防風柵を整備

-3.0m岸壁（改良）

-3.5m航路

×

-3.0m泊地

航路護岸（改良）



新規計画の内容（登別地区） 11

計画概要

【施設名】 【事業量】

東防波堤（改良）
突堤
-3.5m航路
-3.5m航路(岸壁撤去)
-3.0m泊地
航路護岸（改良）
-3.5m岸壁（改良）
-3.0ｍ岸壁（改良）
-3.0m岸壁（改良）
-3.0m岸壁（改良）
-3.0m岸壁
-2.5m物揚場（改良）
道路（改良）
道路（改良）
道路（改良）
駐車場
用地（改良）
用地（改良）

L=292.0m
L=45.0m
A=3,600㎡
L=30.0m
A=2,000㎡
L=123.7m
L=190.0m
1式
L=129.1m
L=44.5m
L=295.6m
L=155.1m
L=278.4m
L=440.0m
L=360.0m
A=1,400㎡
A=2,020㎡
A=1,700㎡

【登別地区】



費

用

外郭施設 ① 東防波堤（改良） 14.56億円

② 突堤 2.02億円

水域施設 ③ -3.5m航路 0.28億円

④ -3.5m航路(岸壁撤去) 1.34億円

⑤ -3.0m泊地 0.19億円

⑥ 航路護岸（改良） 3.37億円

係留施設 ⑦ -3.5m岸壁（改良） 15.47億円

⑧ -3.0ｍ岸壁（改良） 0.82億円

⑨ -3.0m岸壁（改良） 4.01億円

⑩ -3.0m岸壁（改良） 3.64億円

⑪ -3.0m岸壁 8.19億円

⑫ -2.5m物揚場（改良） 10.92億円

輸送施設 ⑬ 道 路（改良） 0.51億円

⑭ 道 路（改良） 1.06億円

⑮ 道 路（改良） 1.21億円

⑯ 駐車場 0.15億円

漁港施設用地 ⑰ 用 地（改良） 0.20億円

⑱ 用 地（改良） 0.56億円

計（事業費） 68.50億円

総費用（現在価値化） 49.53億円

本事業に要する事業費 12



登別漁港の主な便益項目 13

1）水産物生産コストの削減効果

2）漁獲物付加価値化の効果

3)漁業就業者の労働環境改善効果

4)生命・財産保全・防御効果

5）避難・救助・災害対策効果



1）水産物生産コストの削減効果

○屋根付き岸壁等による陸揚げ・荷さばき作業時間短縮
 現在、野天での陸揚げ、荷さばき作業は、雨・雪・日射などにより漁獲物の鮮度低下とともに、

鳥糞等による異物混入している状況である。このため、陸揚前の岸壁洗浄及び岸壁へのシー
ト敷設により漁獲物への異物混入等を防ぐために作業時間を要している。

 屋根付き岸壁等の整備により、これらの作業が不要となり、作業時間の削減が図られる。

×対象漁船
隻数

対象日数× 48,589千円/年
年間便益額

＝

整備前 整備後

カモメやカラスが
魚箱周辺に蝟集

整備前
作業時間

－ ×
漁業者

労務単価
対象作業

人数
×

整備後
作業時間

第3港区
第2港区

第1港区

屋根付き岸壁の整備
整備イメージ

（第3港区屋根付き岸壁）
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雨・雪・日射及び鳥害から漁獲物を守るため
シート掛け等が必要 シート掛け等の手間が削減、荷さばき時間が短縮



第3港区

第2港区

第1港区

整備イメージ
（第3港区屋根付き岸壁）

2）漁獲物付加価値化の効果

○ 屋根付き岸壁等の整備による魚価の安定化
 第1港区の屋根付き岸壁の整備により、鳥糞や塵埃等の異物混入の防止や、直射日光・風雪

雨の影響を受けずに鮮度を保持したまま出荷することが可能となる。
 これにより、魚価の低下を防ぐことができる。

整備前 整備後

屋根付き岸壁の整備により衛生的な環境が向上し、
魚価の下落防止効果が図られる

鳥糞や塵埃等の異物混入、風雪雨による漁獲物鮮
度低下の懸念

屋根付き岸壁の整備

15

全体陸揚金額 × 按分比率 ＝

※既に一部の屋根付き岸壁は整備されていることから、既設部と新設部の事業費按分により、新規計画の年間便益を計上

－ 設備維持管理費魚価安定化率 × 21,668千円/年
年間便益額



第3港区

第2港区

第1港区

屋根付き岸壁の整備
整備イメージ

（第3港区屋根付き岸壁）

3）漁業就業者の労働環境改善効果

○屋根付き岸壁等の整備による作業環境の改善
 厳冬期における刺網漁業の網外し作業は、風雪の影響を受けながらの野天作業のため、厳し

い作業環境状況にある。

 屋根付き岸壁の整備により、厳冬期における陸上作業（網外・選別・準備）における就労環境
の改善が図られる。

整備前 整備後

屋根付き岸壁の整備により、厳冬期の就労環境が
大幅に改善される

スケトウダラの網外しは風雪の影響を受けながら
の野天作業のため、厳しい就労環境にある

×対象漁船
隻数

対象作業
時間

× 70,600千円/年
年間便益額

＝
整備前

作業ﾗﾝｸ － ×
漁業者

労務単価

対象
日数

×
整備後

作業ﾗﾝｸ

対象作業
人数

16

×



4）生命・財産保全・防御効果

○岸壁の耐震・耐津波性能強化による漁業活動休止の回避
 大規模地震により、壊滅的な被害を受けた場合、主要な施設の復旧に要する期間は、休業又は代

替港（白老港）での陸揚げ作業を余儀なくされる。

 岸壁の耐震・耐津波性能強化により、地震による被災後にも当漁港で陸揚げが可能となり、漁業休
業損失額の低減並びに、白老港までの海上移動コストが削減される。

休業損失額
（震災1回当たり） 18,931 千円/年

年間便益額
＝施設復旧費 × 災害

発生確率
海上輸送による

コスト削減額
＋ ＋

白老港

登別漁港

片道 12km
（往復 24km）

漁場

〇 海上移動コスト削減

〇〇：耐震・耐津波強化岸壁有り

白老港

登別漁港

片道 12km
（往復 24km）

漁場

× 海上移動

〇〇：耐震・耐津波強化岸壁有り
×：耐震・耐津波強化岸壁無し

17

大規模地震により被害を受けた場合、復旧するまで
の期間は近隣である白老港を利用することから、白
老港～登別漁港間の海上移動コストが発生

耐震・耐津波強化岸壁の整備により、陸
揚げに伴う海上移動コストが削減

整備後整備前

※年間便益額は1年目の値を記載



5）避難・救助・災害対策効果

○漁港整備による海難損失の回避
 荒天による外来船の避難受入が必要な場合でも、一部岸壁の静穏度が悪く、港内狭隘のため

登別漁港への避難受入を制限せざるを得ない状況にある。

 港内の静穏度対策により、避難船の受け入れが可能となり海難による損失を回避できる。

整備前 整備後

避難船受入隻数

207,545千円/年
年間便益額

＝
海難損傷別発生比率
（全損・重損傷・軽損傷）

× 年間避難機会 ×

第3港区
第2港区

静穏度改善

①
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港口の切り替え整備により荒天時の
避難船受け入れが可能

静穏度が悪いため荒天時の
避難船受け入れができない



登別漁港の主な便益

効果項目 効果内容

年間便益額

金額(千円/年)

水産物生産コストの
削減効果

屋根付き岸壁等の整備によるスケトウダラ刺網漁業の陸揚げ・荷さばき作業時間短縮 48,589

岸壁・道路等の整備による出荷時の積込・運搬作業時間の短縮 2,123

駐車場及び道路の整備による駐車作業時間の短縮 7,015

屋根付き岸壁等の整備による除雪作業時間の短縮 65

防風柵の整備による荷さばき準備作業時間の短縮 6,871

岸壁整備による準備時多そう係留の解消効果 665

漁獲物付加価値化の効果 屋根付き岸壁等の整備による魚価の安定化 21,668

漁業就業者の労働環境改善
効果

屋根付き岸壁等の整備による荷さばき・準備作業環境の改善 70,600

岸壁・道路等の整備による集荷場所までの運搬作業環境の改善 173

防風柵整備による荷さばき作業環境の改善効果 9,207

岸壁整備による係留作業環境の改善 57

生命・財産保全・防御効果 耐震・耐津波性能を強化した岸壁整備による漁業活動休止被害の回避及び施設復旧費用の削減 18,931

避難・救助・災害対策効果 漁港整備による海難損失の回避 207,545

○効果内容

19



事業の投資効果

便
益

水産物生産コストの削減効果 6,532.8万円

漁獲物付加価値化効果 2,166.8万円

漁業就業者の労働環境改善効果 8,003.7万円

生命・財産保全・防御効果 1,893.1万円

避難・救助・災害対策効果 20,754.5万円

便益計（年単純合計）
39,350.9万円
（3.9億円）

総便益（年単純合計×50年間） 196.8億円

総便益（現在価値化） 66.6億円

・ 水産物のブランド化と連携した地域の商業・観光産業の発展効果
・ 外来漁船の利用による地元小売業での消費活動の創出
・ 付加価値の高い漁獲物による出荷・輸出への促進効果
・ 冬期漁労活動の環境改善による漁業者増加や雇用機会の増加効果
・ 荷受けシステム導入と連携した荷捌き出荷作業に伴う漁協職員の労力軽減効果

本事業により期待される主要な効果
○定量的な効果
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〔年間便益額〕

○定性的な効果



事業費（億円） 68.5億円

整備予定期間 令和5年度 ～ 令和14年度

便益（億円）
（年単純合計）

3.9億円

総費用（C）
（億円）

C = 49.5億円

総便益（B）
（億円）

B =66.6億円

費用便益比
（B/C）

B/C ＝1.35

便益 費用 事業期間

＋10% －10% ＋10% －10% ＋10% －10%

費用便益比
（B/C）

1.48 1.21 1.22 1.49 1.28 1.34

費用対効果分析結果

感度分析結果
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